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論 文 内 容 の 要 旨 

 

  天然水から飲用に適する水を調製するためには懸濁微粒子を除去したり，有害溶存物質を除去し

たりする必要がある．また利用した水を環境に還元する際にも，水質汚濁を回避するためには同様

の操作が必要である．これらの操作は水処理とよばれる．この研究の目的は，大規模設備や合成薬

剤に頼らずに水処理を行うために火山灰土やラテライトなどの地域資源を，凝集剤や吸着剤として

活用するための基礎的な知見を得ることである． 

  懸濁粒子除去のための凝集剤としては，鉄やアルミニウムの水酸化物クラスター，合成高分子な

どが一般的である．最近，天然鉱物ベースの凝集剤が注目されているものの，凝集機構やその性能

に関する系統的な研究はない．そこでまず火山灰土から調製された凝集剤の凝集機構や凝集能に対

する懸濁物質の鉱物組成の影響を調べた．その結果，主要な凝集機構は表面電荷中和であり，懸濁

物の鉱物組成によって最適添加量が大きく異なることが示された．凝集効率に影響する因子として，

懸濁物の有効陽イオン交換容量，平均粒径，雲母鉱物含量が抽出された． 

  火山灰土の凝集作用に関与するのは主としてアロフェンとイモゴライトと考えられる．両者の寄

与を評価するため，アロフェンとイモゴライトの標品から両者を異なる割合で含む凝集剤を調製し

て凝集能を比較した．その結果，イモゴライトの方がアロフェンよりもはるかに凝集能が高いこと，

両者の混合物ではそれらの相互凝集のため，負の相乗効果があることが明らかにされた． 

  次に，3 種のラテライトを採取し，その懸濁液を pH 5 に調節して音波処理によって分散させ凝

集剤を調製した．ラテライトの主要鉱物はカオリン鉱物とゲータイトであった．凝集試験の結果か

ら，主要な凝集機構は火山灰土の場合と同様，電荷中和であり，懸濁物の鉱物組成によって凝集効

果が異なることが観察された．ラテライト側の要因としては，ゲータイト含量の高いもので凝集能

が高い傾向があった． 

  最後に，火山灰土やラテライトの，リン酸，銅，鉛およびカドミウムイオンに対する高い吸着能

を水処理へ応用するため，pH や共存イオンの影響，吸着速度について検討した．リン酸イオン吸

着への pH および硫酸イオンや炭酸水素イオンなどのオキソ酸イオンの影響は小さかった．ただし，

陽イオンについては pH 5 以下では吸着能が著しく低下し，火山灰土はカドミウムイオン吸着能が

特に劣ることが見出された．吸着速度については，1 時間以内で進行する速い反応と，その後 1~2

日を要する遅い反応からなり，早い反応による吸着量は平衡吸着量の 40~60%であることが明らか

にされた． 

 


